


第 ８３号Ｊ 広 報 さ い 昭和４７年２月１７日

奨
学
資
金
貸
与
条
例
も
大
幅
に
改
正

第
四

徊
定
例
議
会
は
昨
年
十
二
月
二

十
日
招

集
さ
れ
五
日
間
の
会

期
で
十
六

案

件
を
原
案
可
決
、
承
認
で
二
十
四
日

閉
会
し

ま
し
た

。

開
会

第
一
日
目
は
全

議
案

の
提
案
理

由

説
明
匸

一
十

二
日
は

議
案
熟

考
と
佐

井
村

部
分
林

の
視
察
匸

一
十
二
日

は
、

一

般
質

問
と
決
算

審
議
、
最
終
日

の
二

十
四
日
は

全
議
案

の
質
疑
、

質
問
、
討

論
、
採
決
を
行
な

い
、

提
案

議
案
の
全

部
を
可

決
・
承
認
で

閉
会
し

ま
し

た
。

こ
の

議
会
で
審

議
さ
れ
た

案
件
は
次

の

と
お
り
で
し
た
。

１

専

決
処
分

報
告
（
昭
和
四
十
六
年

度
一

般
会

計
補
正
予
算

）

２

昭
和
四
十
五
年

度
一
般
会

計
歳
入

歳
出

決
算

３

昭

和
四
十
五
年

度
簡
易

水
道
事
業

特
別
会

計
歳
入

歳
出

決
算

４

昭

和
四
十
五
年

度
国

民
健
康
保
険

事
業

特
別
会

計
歳
入

歳
出

決
算

５

昭
和
四
十
五
年

度
へ

き
地
出
張
診

療
所

特
別
会

計
歳
入

歳
出

決
算

６

村

議
会

議
員
の
期
末
手
当
支
給
条

例
の
一
部
改
正

条
例

７

教
育
委
員
会

教
育
長
の
給
与

お
よ

び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

８

特
別
職
の
職
員
の
給
料
等
に
関
す

る
条
例
の
二
部
改
正
条
例

９

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
条
例

叩

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
推
せ
ん
に

関
す
る
件

１１

佐
井
村
奨
学
資
金
貸
与
粢
例
の
一

部
改
正
条
例

１２

字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

１３

昭
和
四
十
六
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

１４

昭
和
四
十
六
年
度
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

１５

昭
和
四
十
六
年
度
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

１６

村
道
認
定
の
件

１７

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
選
挙
の
件

「
決
算
の
あ
ら
ま
し
」

各
会
計
全
般
を
み
ま
す
と
、
一
般
会

計
が
二
二
七
万
六
千
円
の
赤
字
、
簡
易

水
道
会
計
と
、
へ
き
地
出
張
診
療
所
会

計
は
収
支
差
し
引
き
ゼ
ロ
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
は
、
二
六
七
万
八
千
円

の
黒
字
と
な
り
、
わ
が
村
の
各
会
計
を

合
計
し
て
み
た
場
合
は
、
四
〇
万
二
千

円
の
黒
字
と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
の
赤
字
の
原
因
は
、
簡
易

水
道
会
計
へ
四
〇
五
万
一
千
円
、
へ
き

地
出
張
診
療
所
会
計
へ
三
九
三
万
円
、

国
民
健
康
保
険
直
診
勘
定
（
歯
科
、
村

立
診
療
所

）
へ
六
五
五
万
一
千
円
の
合

計
一
、
四

五
三
万

二
千
円

の
繰
出
し
を

し
て
い
る
の
が
最
も
大

き
な
も
の
で
す
。

簡
昜
水
道
会
計
も
へ

き
地
出
張
診
療
所

会
計
と
国

保
の
直
診

も
本

来
は
そ

の
繰

入
れ
分
だ
け
赤
字

と
い
う

こ
と
に
な
り

ま
す
。

―

一
般
会

計

次
の
表
で
も

わ
か
る
と
お
り
、
歳
入

で
は
地
方
交
付
税
が

約
六
一
％

を
し

め

村
の
自
主
財
源
で
あ

る
村
税
は

わ
ず
か

八
ぶ
、
こ
の
ほ

か
使
用
料

、
手
数
料
、

財
工

収
入
な

ど
が
四
％

で

、
村

の
自
主

財
源
は

匸

一
％

と
な

り
、

ぽ
か
の
八
八

％

は
国
と
か
県

か
ら

の
補
助
金

な
ど
と

村
偐

腸
よ

っ
て
ま
か

な
わ

れ
て

い
ま
す

村
税
の
な
か
で
も
、
み
な

さ
ん

が
直
接

役
場
に
納
め
る
村
民
税
は
歳
入

全
体
の

痢

ぶ

ぐ

、
固

定
資
産
税

は
干

四
％

と
低

い
率
に
な
っ
て

お
り

、
こ
の

ぼ
か
、

た
ば
こ
消
費
税
と
電
気

ガ
ス
税

は
、
み

な
さ
ん
は
直
接

役
場

に
納
入
し
な
く
て

も
面

接
的
に
納
税
し
て

い
る
こ

と
に
な

り
ま
す
。

自
動
車
取
得
税
交
付
金

は
県
下

の
み

な
さ
ん
が
自
動
車
を
買
っ
た
場
合
税
金

を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
県
で

は
市
町
村
の
道
路
の

延
長
な

ど
に
よ
り

こ
の
税
金
を
配
分
す

る
こ

と
に
な
り
ま
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す
。
分
担
金
、
負
担
金
は
、

保
育
所
に

通
っ
て

い
る
こ
ど
も
達
の
経
費
、
保
護

者
が
納
め
る
も
の
が
主
な
も
の
で
す
。

使
用
料
は
、
研
修
所
や
み

ど
り
荘
、
火

葬
場
な

ど
の
使
用
料
を
み
な

さ
ん

が
納

め
た
も
の
で
、
手

診
料
は
戸
籍
、
転
出

証
明
、
印
鑑
証
明
な
ど
で
す
。

国
庫
支
出
金
は
、
災
害
復
旧
事
業
や

保
育
所
、
小
中
学

校
、
国
の
補
助
対
象

の
建
設
事
業
の
補
助
金
、
国

民
年
金
や

国
の
選
挙
な

ど
が
主
な
も
の
で
す
。
県

支
出
金
は
国

に
準
じ
た
も
の
で
す

が
、

県
独
白
で
補
助
し
て

い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
国
定
公
園
の
整

㈲
や
沿

岸
漁
業
構
造
改
善
事
業
で
国
の
補
助
対

象

に
な
ら
な

い
も
の
で
、

い
か
つ
り
蠅

械
や
、
漁
村
住
宅
改
良
の
利
子
補

給
、

漁
協
で
行
な
う
事
業
に
対
す

る
補
助
や

利
子
補
給
な

ど
で
す
。

敗
産
収
入
は
株
券
の
配
当
や
教
員
住

宅
の
使
用
料
、
土
地
使
川
料
、
そ
の
他

財
産
の
売
払
収
入
な
ど
で
す
。
諸
収
入

は
貸
付
金
、
返
還
金
や
預
金
利
子
な
ど

で
す
。

一
方
、
歳
出

で
は
農
林
水
産
業
費
と

総
務
費
、
教
育
費
、
土
木
費
で
全

体
の

六
五

・
六

％

を
し

め
て

い
ま
す
。
性
質

別
経
費
で
は
、
投

資
的
経
費
の
建
設
事

業
費
が
三

割
以
上

を
し
め
、
次

い
で
物

件
費
と
人
件
費
に
な
っ
て

い
ま
す
。

２

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

歳
入
で
は
、
水
道
料
が
二

五
九
万
五

千
円
（
三

∇

四
％

）
、
一
般
会

計
か

ら
の
繰
入
金
四
〇

五
万

一
千
円
（
四
九

％

）
、

諸
収
入
一
四
八
万
三

千
円

二

七
・
九
％

）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ

で
も
わ
か
る
と
思

い
ま
す
が
、
こ
の
会

計
は
、
水
道
料
で
ま
か
な
わ
れ
る
の
が

目
的
で
す
が
、
採
算
が
と
れ
ず
、
水
道

料
の
約

∵

五

倍
を
一
般
会

計
か
ら
繰

入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す

二

れ
は
、
水
道
料
が
他
の
町
村
と
比
較

し
て
も
、
わ
が
村
は
最
下

位
の

グ
ル

ー

プ
だ
か
ら
で
す
。

こ
の
水
道
料
を
一
戸
平
均

に
換
算
し

て
み
る
と
、
一
年

間
で
一
一
、
六
七
五
円

一
ヶ

月
あ
た
り
約
一
三

○
円

の
水
道
料

と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

歳
出

で
は
、
修
理
費
、
総
務
費
、
維

持
費
が
七
な
も
の
で
す
。

３

国

保
特
別
会

計

◇

事

業

勘

定

◇

歳
入

の
国

保
税
は

Ｉ
、
三

七
万
三

千

円

で
歳
入
全
体
の
三
三

・
五
％

、
国
庫

支
出

金
は
二

、
六
〇
四
万
五

千
円

で
六

六

・
四
％

、
そ
の
他
約
七
千
円

で
〇

・

一
％

と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
匪
帯
あ
た

り

匸
（

、
七

六
一
円

の
国
保
税
を

支
払

っ
て
い
る

ご
と
に
な
り
ま
す
。

歳
出

で
は
、
皆
さ
ん
が
病
院
に
か
か

っ
た
時
自
己

負
担
以
外

の
経
費
と
助
産

費
、
葬
祭
費
な
ど
で
、
全
体
の
八
〇
％

を
し
め
、
こ
の
他
に
職
員
の
給
料
な
ど

で
す
。

こ
れ
も
表
で
わ
か
る
と
お
り
、
一
世

帯
あ

』た
り
の
国

保
税
の
約
七
五
％

が
み

な
さ
ん

に
還
元
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
す

諳
支
出

金
の
繰
出
金
は
歯
科
診
療
所
‐

と
村
立
診
療
所
会

計
に
繰
出
し
て

い
る

も
の
で
す
。
歳
入
歳
出
で
二

六
七
万
八

２ 歳 出

性質別経費の状況
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千
円
の
黒
字
と
な
り
、
こ
の
う
ち
一
七

八
万
五
千
円
か
財
政
調
整
基
金
に
積
立

し
、
残
額
の
八
九
万
三
千
円
か
四
十
六

年
度
に
繰
越
に
な
る
わ
け
で
す
。

◇

直
診
勘

定
◇

こ
の
会
計
は
歯
科
診
療
所
と
村
立
診

療
所
の
運
営
に
あ
て
ら
れ
る
も
の
で
、

歳
入
の
診
療
収
入
は
Ｉ
、
四
四
三
万
二

千
円
で
全
体
の
約
五
八
％
で
残
り
は
一

般
会
計
か
ら
と
事
業
勘
定
か
ら
の
繰
入

れ
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

歳
出

で
は
医
業

費
が
五
二
九
万
円
で

約
ニ

ー
％

、
医
師
、

看
護
婦

の
給
料

と

物
件
費
が

Ｉ
、
九
三
八
万
一
千
円
で
七

九
％

と
な
っ

て
い
ま
す

。

【
条
例
改
正
】

一

村

議
会

議
員
の
期
末
手
当
支

給
条

例
の
一

部
改
正

条
例

従
来
議
員

に
対
し
て
六
月
の
期
末

手
当
は

報
酬
（

議
長
二
万

六
千
円
、

副

議
長
二

万
四

千
円

、
議
員
二

万

二

千
円

）
の
一
ヶ
月
分
を
支

給
し

て
い
ま
し
た
が
、
〇

・
一
ヶ
月

分

増
額
し
て

∇

一
ヶ
月

に
改

正

さ
れ
ま
し
た

。
こ
れ
で

議
員

の
年
間
期
末
手
当
は
、
三
月
が

〇
・
五
ヶ
月
分
、
六
月

が

Ｉ
・

一
ヶ
月
分
、
十
二

月

が
二

ヶ
月

の
合
計
三

・
六
ヶ
月

と
な
り
ま

し
た
。

一

教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与

お
よ
び
勤
務
時
間
等

に
関
す

る

条
例
の
一

部
改
正
条
例

こ
れ
も
六
月
の
期
末
手
当
を

○

∴

ヶ

月

増
額
し
て
、
三

月

か
ら
の
〇

・
五

ヶ
月
分
、
六
月

が

｝
・
七
ヶ

月
分
、
十
二

月
分

が
二

・
六
ヶ

月
の
合

計
四

・
八

ヶ

月
に
な
り
ま
し
た
。

一

特
別
職
員
の
職
員
の
給
料
等

に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

条
例

三

役
に
対
し
て
支

給
す

る
六

月
の
期
末
手
当
を
〇

・
一
ヶ

月

分

増
額
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
年

間
の

期
末

手
当

の
率
は

議
員
と
、

同
率
で
す
。

一

職
員
の

給
与

に
関
す

る
条
例
の
一

部
改
正
条

例

一
般
職

員
の

給
与

条
例
の
改
正

で

人
事

院
勧

告
に
基
ず
く
も
の
で
す
。

一
、
扶

養
手
当

配
偶
者

に
対
す

る
扶
養
手
当
「

千
七
百
円
」
を
「
二
千
二
百
円
」

に
、
第
二
子

に
対

す
る
手
当
「
四

百
円
」
を
「
六
百
円
」

に
増
額
改

正

さ
れ

ま
し

た
。
た
だ
し
、
児
童

手
当
を

支
給
さ
れ
る
こ
ど
も
に
つ

い
て
は

、
扶

養
手
当
を

支
給
し
な

い
こ
と

に
な

り
ま
し
た
。

二

、
期
末

手
当

六
月
の

期
末
手
当
を
〇

・
一
ヶ

月
分

増
額
し

ま
し

た
。

。
こ
の
ほ

か
、

給
料
額
が
引
き
上

げ

ら
れ
ま
し

た
。
こ

れ
に
よ

っ
て
、
高

校
卒
業
者
で
三
万
一
千
円

、
二

十
五

歳
で
三

万
九
千
五
百
円

、
三

十
歳
で

五
万
一
千
円
ぐ

ら
い
の
給
料
と
な
り

ま
す
。

一

佐
井
村

奨
学

資
金

貸
与

条
例
の
一

部
改
正

条

例

九
月

議
会
で

は
、
奨
学
資
金

の
貸

与
額
を
三
千
円

か
ら
五
千
円

に
改
正

し
ま
し
た

が
、
今

回
は
貸
与
を

受
け

る
こ
と
の
で
き

る
学
校
の
幅
を

広
げ

た
こ
と
で
す
。
ま
た

、
今

ま
で
大

学

医
学

部
在
学
生

に
対
し

て
貸
与
し

て

い
た
月
額
十
万
円

は
、
こ

と
し

の
四

月
か
ら
廃
止
に
な

り
ま
す

。

こ
の
奨

学
資
金

の
制
度
は
、
経
済

的
に
困
難
な
人

た
ち

に
貸
与
し

て
、

教
育
を
身

に
つ
け
さ
せ
わ
が
村

の
振

興
に
役
立
て

る
目

的
で
す
。
期
間
は

学
校
の

修
業

期
間
中

で
、
卒
業
の

Ｉ

岬Ｉ
ｊ
・
￥

年
後

か
ら
貸
与

期
間
の
ぶ

倍
の
期
間

で

償
還
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
取

扱

い
。窓

口
は

教
育
委
員
会
で
す
。

【
補
正
予
算

】

各
会

計
と
も

職
員
の
給
与
改
定
に
基

づ
く
人
件
費
を

増
額

し
た
の
が
主
な
も

の
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
児
童
手
当
制
度

が
一
月
一

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
の
で

そ
の
経
費
、
国

保
会

計
と
簡
易
水
道
会

計
へ

の
繰
出
金

の
増
額
な
ど
で
す
。

【
人
事

関
係

】

一

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
は
次
の
三

人
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

若
山
弥
一
郎
、
樋
口

秀
次

石

沢

み
き

●

選
挙
管
理
委
員
会

委
員

に
は
次
の

人
た
ち
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

樋
口

秀
次

、
岩
清
水

芳

内
田

実

、
辻

一
郎

補
充
員

加
賀

秀
雄
、
奥
本

静
一

舘
脇

春
治
、
佐
藤

清
吉

「
そ
の
他

」

一

原
田

川
目
六

九
の
一
部
と
、
七
二

の
一

部
お
・
よ

び
こ
れ
ら
の
地
域
内
に

介
在
す

る
道
路
、
そ
の
他
の
国
有
地

の
全
部
が
大
字
佐
井
字

原
田
に
編
入

さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

一

大
佐
井
川
目
一
〇
八

番
（
県
道
界

）

か
ら
、
古
佐
井

山
一
四

番
（
金
丸
せ

つ
、
下
大
留

沢
界

）
ま
で
の
九
八
三

メ
ー
ト
ル

が
村

道
に
認
定
さ
れ
た
。

路
線
名

は
両

佐
井

山
手
線
と
名
づ
け

．
ら
れ
ま
し
た
。
八

幡
宮
を
め
ぐ
る
旧

軌
道
敷
で
す
。

選
挙
管
理
委
員
会

組
織
会
終
る

一
月
二
十
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
組
織

会
に
お
い
て
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し

た
。‘委

員
長

樋
口

秀
次

委
員
長
職
務
代
理
者

岩
清
水

芳

営
林
署
か
ら

お
ね
が
い

海
岸
林
道
西
海
岸
線
の
が
ヶ
く
ず
れ

等
で
車
が
通
れ
な
い
場
合
は
、
最
寄
り

の
担
当
区
事
務
所
か
、
営
林
署
、
役
場

へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

保
健
婦
だ
よ
り

女
性
の
血
は
薄
い
が
‥

・
献
血
に
つ

い
で

佐
井
村

で
は
、
昨
年

の
一
月

か
ら
、

十
月

末
ま
で
に
四
六
八

人
の
献
血
希
望

者
を

受
け
付

け
し
ま
し

た
が
、
採
血

し

た
の
は
、
三
七
八
人

で
、
九
〇

人
は
不

適
者
で
す
。
そ

の
う

ち
八

割
か
ら
九

割

が
女
性
で
す
。
そ
の

ほ
と
ん

ど
が
。比

重

歳 出 事 業 勘 定



釡

で
す

。

日
本
人
の
血
液
比
重
は
、
男

が
『

○
五
Ｉ
了

』
、
○
五
七
、
女

が
、

一
、

○
五
四
～
二

、
〇
五
五
、
厚
生
省
は
、

一
、
〇
五
二
を
最
低
基
準
と

決
め

、
こ

れ
以
下

は
比
重
不
足
と
し
て
採
血
し
な

い
よ
う

に
し
て

い
ま
す
。
男
性
の
比
重

は
あ
ま
り
問
題
が
な

い
が
、
女
性
は
、

生
理
な

ど
で
比
重
が
ど
う
し
て
も
低
め

で
す
。
こ
の
理
由
と
し
て

①

米
食
中
心
に
偏
し
て

い
る

②

動
物
性
食
品
、
有
色
野
菜
、
油
類

が
不
足

’‐

③

熱
量
は
じ
ゅ
う
令
乙
だ
が
、
動
物

性
タ
ン
パ
ク
質
、
ビ
タ
ミ
ン
不
足
等

で
、
食
生
活
改
善
が
必
要
で
す
。

ふ
と
る
の
を
き
ら
っ
で
節
食
、
減
食

し
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

血
液
は
、
血
球
、
血
し
ょ
う
か
ら
で

き
て
お
り
、
鉄
、
タ
ン
パ
ク
質
が
不
足

す
る
と
比
重
が
低
く
な
り
ま
す
。
比
重

が
低
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
血

液
の
濃
度
が
薄
く
、
水
分
が
多
い
わ
け

で
す
。

「
献
血
し
よ
う
と
し
て
も
比
重
不
足

で
、
せ
っ
か
く
好
意
が
生
か
さ
れ
な
い

の
は
、
残
念
で
す
。
献
血
で
き
る
こ
と

は
、
そ
の
人
の
健
康
を
保
証
す
る
も
の

で
あ
る
。
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

三
月
二
十
九
日
、
三
十
日
の
両
日
、

移
動
採
血
車
が
来
村
い
た
し
ま
す
。
多

数
献
血
に
御
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

三
月
二
十
九
日

部
落
巡
回

三
月
三
十
日

役
場
前

午
前
九
時
～
十
二
時

お
と
う
と
の
け
が

佐
井
小
四
年

北

田

美
枝
子

「

な

ん

だ

か

き
ょ

う

、

れ

る

い
こ

と

卜
あ

り

そ

う

だ

な

あ

」

と

、

友

だ

ち

と

、

は

な

し

な

が
ら

、

家
の
前
で
さ
よ
な
ら
を
し
ま
し
た
。
に

わ
に
入
り
、
く
つ
を
ぬ
ご
う
と
し
た
と

き
で
す
。
い
つ
も
あ
ば
れ
ん
ぼ
う
の
弟

の
正
人
が
、
左
手
を
ぶ
ら
ん
と
さ
げ
、

目
を
ま
っ
か
に
し
て
私
の
目
の
前
に
ぼ

う
の
よ
う
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
「
な
し
た
の
よ
」
声
も
あ
ら

く
い
そ
ぎ
な
が
ら
い
う
と
、
弟
は
上
に

き
て
い
た
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
静
か
に
ぬ
ぎ

左
手
を
見
せ
ま
し
た
。
左
の
手
く
び
が

で
て
そ
こ
か
ら
ま
っ
か
な
血
が
、
ど
ろ

ど
ろ

ど
ろ
ど
ろ
な
が
れ
て

い
ま
し
た
。

私
は
、
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
か
わ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ

ど
も
、
と
に
か

く
お
か
あ
さ
ん
に
し
ら
せ
な
き

や
と
思

い
、
近
く
に

い
る
友
だ
ち
と
、

い
っ
し

よ
に
、
お
か
あ
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
走
り

ま
し
た
。
ど
ん
な
に
早
く
走
っ
て
も
、

足
が
動

い
て

い
な

い
よ
う
な
気
も
ち
だ

っ
た
し
、
早
く

い
か
な
き

や
と
思
う
た

び
に
、
な
み
だ
が
で
て
、
ま
わ
り
の
も

の
は
、
何
も
目
に
入
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

友
だ
ち
に
は
、
「
目

さ
ご
み
入
っ
た

じ

や
」
と
、
ご
ま

か
し
な
が
ら
、
近
道

を
し
て
、
は
ち
ま
ん

さ
ま
の
。か
い
だ
ん

を
の
ぼ
り
、
よ
う
や
く

お
か
あ
さ
ん
の

所

に
つ
き
ま
し
た

。
い
き
が
き
れ
て
苦

し
か
っ
た
け
れ
ど

も
、
「

か
あ
さ
ん
、

正

人
の
手
が
ら
の
、
ほ
ね
み
た
の
出
で

の
、
血
な
が

い
で
ら
よ
１
」
と
、

さ
け

び
ま
し
た
。
仕
事
を
、
し
て

い
た
お
か

あ
さ
ん
は
、
私
の
声
を

き
い
た
と
た
ん

ま
っ
さ
お
に
な
っ
て
、「

ぽ
ん
と
だ
が
」

と
、
小
さ
な
声
で

い
い
ま
し
た
。

い
っ

し
ょ
に
働

い
て

い
た
お

か
あ

さ
ん

が
た

は
、
「
正

人
、
け
が
し
た
ん
だ

べ
さ
、

ほ
れ
、
は
や
ぐ

い
っ
て
や
せ
」
と

、
口

々
に

い
っ
た
の
で
、

い
っ
し

ょ
に
か
え

り
ま
し
た
。

正

人
は
、
ね
て

い
た

ら
し
く
、

わ
た

し
た
ち
が
戸
を
あ
け
た

ら
、
お
く
の
方

か
ら
、
右
手
で
目
を
お

さ
え
な

が
ら
で

て
き
ま
し
た
。
お

か
あ

さ
ん
は
、
正
人

の
左
手
を
と
っ
て
、
「

い
で
え
の

が
、

い
で
え
の
が
」
と
、
何

度
も

い
っ

て
新

し

い
タ
オ
ル
で
左

手
を

つ
つ
み
ま
し
た

。

「
な
だ

ば
、
ほ

に
せ
わ
か
げ

る
じ

や
、

な
し
て
こ
っ
た
ら
ご

と
し

た
の
よ
」

と

半
分
力
こ
り
な

が
ら
、
半
分
し
ん

ぱ
い

し
な
い

句
く
の
方
で
、
何

か
き
も

の
を
出
し
て

い
ま
し
た
。

私
は
、
お

か

あ
さ
ん
が
き
て
ほ
っ
と
し
た
け
れ

ど
も

正

人
の
け
が
が
た

い
し
た
こ
と
な
け
れ

ば
い
い
な
あ
と
、
思

い
ま
し
た

。
い
つ

も
、
け
ん
か
ぽ
か
り
し
て

い
る
弟
で
も

こ
ん
な
と
き
に
は
、
早
く

な
お
れ
ば
、

い
い
な
あ
と
し
ん

ぱ
い
に
な
り

ま
し

た
。

三
上

病
院
に
行
っ
て
、
ほ
ね

が
、
お

れ
て

い
る
こ
と
を
き

い
た

お
か
あ
さ
ん

は
、
ま
っ
さ
お
に
な
り
、
び
っ
く

り
し

た
声
で
、

１
と
ご
の
病
院

さ
い
っ
た
ら

い
い
べ
』

と
、

い
い
ま
し
た

。
’易

眼

間

の
三

上
病
院
に

い
っ
た
ほ
う

が
い
い
」

と
、

い
わ
れ
役
場
の
車
を
、
だ
し

て
も

ら
っ
て

い
く
こ
と
に
し
ま
し
た

。
車
の

゛
中
で
正
人
は
、
ま
っ

さ
お

に
な

っ
て
、

「

い
た

い
、

い
た

い
」
と

、
さ
け
び
お

か
あ

さ
ん
は
、
「
も
う
少
し

だ
し

て
が

ま
ん
し
せ
」
と
、
な
だ
め

て
い
た
け
れ

・
ど
も
、
か
わ

い
そ
う
で
み

て
い
れ
な
か

っ
た
そ
う
で
す
。

み
ん
な
に
、

心
配
を

か
け
な
が
ら
、

二
週
間
が
す

ぎ
、
こ
の
前

、
よ

う
や
く

た

い
い
ん
し
ま
し
た

。
い
ま
で

も
と
き

ど
き
病
院
に
通
っ
て

い
ま

す
が
、
も
う

ぎ
ぶ
す
も
と
っ
て
、
遊
ん
で

い
る
す
が

た
を
、
み
て
い

る
と
、
も
う

あ
ん
な
大

き
な
け
が
を
し
な

い
よ
う

に
と
、
神
様

に
、

い
の
り
た
く
な
り
ま

す
。
な
ん

と

い
っ
て
も
、
た
っ
た
一
人

の
弟
で
す
も

の
、

い
つ
ま
で
も
元

気
に
と
び

ま
わ
っ

にて
ほ
し

い
も
の
で
す

。

出
稼
者
健
康
診
断

の
お
知
ら
せ

最
近
、
出
稼
先
で
病
気
に
な
る
人
が

大
変
ふ
え
て

い
ま
す
。
左
記
の
日
程
で

健
康
診
断
を
実
施

い
た
し
ま
す
の
で
、

多
数
受
診

さ
れ
健
康
な
体
で
働
き
に
出

て
、
下

さ

い
。

こ

日
時

三

月
二

日

午
前
九
時
士

卞

に恥
に

犂

時
ま
で

場
所

役
場
二

階

レ
ン
ト
ゲ
ン

カ

１

検
診
内
容

結
核
検
診
、
心
電
図

検

査
、
血
圧
測
定
、
尿

検

査
、
性
病
検
査

固定資産税納期限

（２月２９日まで）

税金の未納のある方

は早めに納付しましょう



印
か
ん
を
大
切
に

印
か
ん
証
明
は
本
人
が

印
か
ん
証

明
は
、
金
銭
貸

借
、

保
証

登
記
な

ど
直
接
個
人
の
財
産

に
影

響
す

る
た

い
せ
つ
な
も
の
で
す

。

印
か
ん
証
明
事

務
を
担
当
し

て
い
る

私
た
ち
は
、
そ
の
発
行

に
は

細
心
の
注

意
を
し
て

い
ま
す

が
、
利
用
す

る
皆
さ

ん
も
印

か
ん
登
録
や
、
証
明

書
の
交
付

申
請
の

と
き
は
本
人
が
直
接

手
続

き
さ

れ

る
こ
と
を
望
み
ま
す

。

病
気
な

ど
で
止
か
を
得
な

い
と
き
は

代
理
人

に

委

任

で
き

ま

す

が

、

こ
の

場
合

は

特

に
慎

重

に
取

扱

っ

て
く

だ

さ

い

。

こ
れ
ま
で
に
も
、
妻
が
夫
の
財
産
を

勝
手
に
自
分
の
名
儀
に
変
え

イ
し

ま
っ

た
事
件
、
む
す
こ
が
親
の
印

か
ん
を
勝

手
に
持
ち
出

し
て
お
金
を
借
り
た
事
件

な
ど
眄
叫
回
あ
り
ま
す
。

昨
年
一
年
間
に
五
二
七
件
も
の
代
理

人

に
よ

る
印

か
ん
証

明
が
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
人
た
ち
は
印

か
ん
証

明
の
た

い
せ

つ
な
こ
と

が
ぽ
ん

と
う

に
判

っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
と

首
を
か
し
げ
た
く

な
り
ま
す
。

と
く

に
、
代
理
人
で

数
枚

の
証

明
書

を
請
求

さ
れ

る
場
合
な

ど
は
そ
の
委
任

状

が
正
し

い
も
の

か
ど
う
か

神
経
質
に

な

る
ほ

ど
私
た
ち
は
慎
重
を

期
し
て

い

ま
す
。

「
急

ぎ
の
用
事
に
間

に
あ

わ
な

い
。
」

と

か
、「
役
場
は
め
ん

ど
う

な
所

だ
。
」

な

ど
非
難
さ
れ

る
方
も
あ
り
ま
す

が
、

お
互

い
に
不

幸
な
事
故
を
起
こ

さ
な

い

た
め
に
印
か
ん
を
た

い
せ

つ
に
保
管
し

他
人
に
は
、
み
だ
り

に
貸
す
こ
と
の
な

い
よ
う
注
意
し
た

い
も
の
で
す
。

安
全
で
明
る
い

出
稼
の
た
め
に

き
び
し
く
な
っ
た
出
稼

米
の
生
産
調
整
な
ど
の
社
会
情
勢
の

変
化
に
よ
り
、
本
県
の
出
稼
労
働
者
は

今
後
も
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
去
年
の
ア
メ
リ
カ
の
尹
ル

ー
シ

ョ
ッ
ク
な
ど
に
よ
る
産
業
界
の
不
況
か

ら
、
出
稼
労
働
者
を
対
象
と
し
た
求
人

申
し
込
み
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す

さ
ら
に
企
業
側
の
採
用
条
件
も

］

残
業
時
間
が
少
な
く
な
っ
た
。

口

高
年
令
者
は
採
用
し
な
い
（
原
則

と
し
て
四
十
五
歳
ま
で
）
。

旧

末
経
験
者
は
、
採
用
し
な
い
（
技

能
者
お
よ
び
圜
事
業
所
に
就
労
し
た

人
を
優
先
的
に
採
用
）
。

四

短
期
就
労
は
希
望
し
な
い
。

国

作
業
成
績
の
よ
く
な
い
人
は
採
用

し
な
い
。

な
ど
い
ま
ま
で
よ
り
一
段
と
き
び
し

い
も

の
と
な
っ

て
き
ま
し

た
。

出

か
せ

ぎ
の
と
き
の
注

意
点

お
そ

ら
く
、
本
年

も
こ
の
よ
う
な
状

態
が
続
く

も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で

こ
れ

か
ら
出

稼
を
し

よ
う
と
す
る
人
は

次
の
よ
う

な
こ
と
に
気
を

配
っ
て
く
だ

さ
い
。

］

高
賃
金

な
ど
の
好

条
件
で
採
用
し

よ
う

と
す
る
モ
グ
リ
募
集
員
や
駅
構

内

な
ど
に
い
る
手
配

師
の
甘
言
に
の

ら
な
い
（

賃
米

不
払

い
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル

が
発
生
し

や
す
い
）
。

口

毎
年

就
労
し

て
い
る
事
業

所
で
も

採
用

条
件
が
い
ま
ま
で
よ
り
き
び
し

く

な
っ

て
い
る
の
で
、
た
だ
、
漫
然

と
同
事
業
所

に
出

向
く

こ
と
の
な
い

よ
う

必
ず
正

規
の
ル

ー
ト
に
よ
り
就

労
す

る
。

］

現
地
で
の

転
職

が
非

常
に
面
倒

に

な
っ
て

き
た
こ

と
。

出

稼
者
の

心
得

ま
た
、
こ
の

き
び
し

い
情
勢
に
対
処

す

る
た
め
出
稼

労
働
者
の

心
得
と
し

て

就
労

前
に

日

職
業

安
定
所
紹
介

に
よ

り
就
労
す

る
。

口

労
働
条
件
を

必
ず
自
分
で

確
め
る
。

目

高
賃
金
だ

け
に
気
を

と
ら
わ
れ
ず

あ
く
ま
で
も

自
分
の

体
力
、
性

格
に

（

９

粢
傑

を
選
ぶ
（

労
働
災

害
や

賃
金
不
払

い
の
未
然
防
止

に
つ
な
が

る
）
。

四

健
康
診
断
を
う
け

る
。

困

グ
ル

ー
プ
就
労
す

る
。

㈲

出

稼
相
談
所

に
届
け
出
す

る
（
市

町
村
の
広
報
紙
の

送
付

な
ど
の
便
が

あ
る
）
。

就
労
中

は
、

日

事
業
所

の
安
全
衛
生

管
理

体
制

に

協
力
し

就
業

規
則
を
守

る
こ

と
。

囗

無
理

な
残
業
は
や

め
る
。

］

暴
飲
暴
食
を
慎

か
。

四

事
業

所
内

の
ト

ラ
ブ
ル
（
特
に
賃

金
未
払

い
）
は
、
現
地

で
早
期
に
解

決
す
る
よ
う

職
業

安
定
所

、
労
働
基

準
監
督
署
、
出

稼
援
護

相
談
所

な
ど

を

利
用
す
る
。

圃

出

稼
労
働
者

手
帳
を

活
川
す

る
。

留
守

家
族
に
対
し
て
は

］
」

事
業
所
名

と
そ
の
住
所

お
よ
び

代

表
者
の
氏
名
を
く
わ
し
く
家

族
へ

知

ら
せ
る
。

凵

毎
月

家
族
に
手
紙
を
出
し

、
特
に

こ

ど
も
へ
の

激
励
は
忘
れ
な

い
よ
う

に
す

る
。

］

出

稼
に
よ

る
収
入
を

毎
月

定
期

的

に
送
金
す

る
。

以
上
の
点
を
み
な

さ
ん

が
実
施
す

る

こ

と
に
よ
っ
て
、
「
安
全
で
明

る
い
出

稼
」
を
期
す
る
よ
う
今
年
は
特

に
留
意

し
て

欲
し

い
も
の
で
す
。



水

道
は
飲
用
に

適
す

る
清
浄
な

水
を

豊
富
に
需
要
者
に

供
給
す

る
施
設
で
こ

の
目
的
は
、
公
衆
衛
生
の

向
上

と
、
生

活
環
境
の
改
善
を

ば
か
り
国

民
生

活
及

び
産
業
経
済
の
一
助
を
な
す
も

の
と
さ

れ
、
我
が
佐
井
村
で
も
昭
和
三
三
年
矢

越
地
区

簡
易
水
道
を
初
め
と
し

、
表
一

の
よ
う

に
水
道
施
設
を
整
備
し

て
き
ま

し
た
。

先
に
の
べ
た
よ
う
に
飲
用
に
適
す
る

清
浄
な
、
そ
し
て
豊
富
な
水
と
な
る
と

色
々
々
制
約
や
地
理
的
条
件
が
あ
り
佐

井
村
の
よ
う
な
地
形
で
は
、
ど
う
し
て

も
、
無
理
な
工
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
又
、
そ
の
施
設
能
力
に
も
限
度
が
あ

り
ま
す
。
ち
な
み
に
佐
井
村
で
、
行
な

わ
れ
て
い
る
源
水
の
取
水
方
法
を
、
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
と
次
図
の
と
お
り

で
す
。

以
上
が
佐
井
村
で
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
源
水
の
取
水
方
法
で
す
が
、
図
１

か
ら
図
３
ま
で
の
方
法
に
は
、
そ
れ
ぞ

湫
長
所
短
所
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
各

図
の
長
所
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

図
１
で
す
が
こ
れ
は
、
経
済
的
に
み
る

と
施
設
さ
え
し
て
し
ま
え
ば
あ
と
は
、

自
然
に
水
が
流
下
し
て
各
戸
に
配
水
に

な
る
も
の
で
、
経
済
的
に
有
利
で
す
。

ま
た
、
故
障
な
ど
の
発
見
も
早
く
維
持

管
理
が
容
易
で
す
。

図
２
の
方
法
は
、
図
１
の
方
法
を
縮

少
し
た
よ
う
な
も
の
で
小
規
模
で
、
簡

易
水
道
に
適
し
、
沢
水
を
利
用
し
て
い

る
の
と
、
取
入
口
か
ら
各
戸
ま
で
の
距

離
が
短
い
た
め
、
夏
冬
の
水
温
差
が
あ

ま
り
な
く
飲
用
し
て
美
味
と
い
わ
れ
ま

す
。図

３
は
、
電
気
ポ
ン
プ
で
揚
水
す
る

た
め
施
設
の
集
中
化
が
出
来
、
リ
モ
ー

ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
水
量
の
調
整
を
す

る
の
で
急
激
に
大
量
の
水
を
使
用
し
て

も
配
水
池
の
水
量
不
足
を
心
配
す
る
こ

‘と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

以
上
が
、
佐
井
村
に
於
け
る
水
道
の

現
況
と
施
設
に
つ
い
て
の
概
略
を
、
説

明
い
た
し
ま
し
た
。

次
号
へ
続
く

所
得
税
の
確
定

申
告
始
ま
る

昭
和
四
六
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告

の
受
け
付
け
が
、
二
月
十
六
日
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
昨
年
の
所
得
金
額
の
合
計

額
が
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養

控
除
、
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
所
得
控

除
の
合
計
額
よ
り
多
い
人
は
、
二
月
十

六
囗
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
の
間
に
確

定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
額
や
、

予
定
納
税
を
し
た
税
額
が
納
め
過
ぎ
に

な
っ
て
い
る
人
は
、
確
定
申
告
を
し
て

税
金
の
還
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の

申
告
は
、
二
月
十
五
日
以
前
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
か
ら
、
早
め
に
申
告
を

し
て
還
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

む
つ
税
務
署

昭
和
四
七
年
度
、

赤
十
字
社
員
増
強

運
動
は
じ
ま
る

毎
戸
一
人
は
社
員
に
加
入
し
よ
う

赤
十
字
社
が
年
一
回
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
い
た
だ
く
「
赤
十
字
社
員
増
強
運

動
」
を
青
森
県
支
部
で
は
、
二
月
一
日

か
ら
「
毎
戸
に
一
人
は
赤
十
字
社
員
」

の
目
標
で
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
運
動
は
、
赤
十
字
社
業
を
行
な

う
た
め
に
皆
さ
ん
に
赤
十
字
社
員
と
な

っ
て
い
た
だ
く
た
め
で
す
。

赤
十
字
社
は
、
皆
さ
ん
の
美
し
い
心

と
力
を
あ
つ
め
て
、
世
界
一
一
五
力
国

の
赤
十
字
社
と
手
を
握
っ
て
人
道
博
愛

奉
仕
の
精
神
で
災
害
救
護
や
人
類
の
福



祉
、
世
界
平
和
の

た
め

に
活
動
を
続
け

て

い
ま
す

。
こ
の

運
動
を

行
な
う
た
め

皆

さ
ん

が
社
業
の

趣
旨

に
賛
同

し
、
ご

加
入
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

期
間
中
、
お
宅
へ

赤
十
字
奉

仕
者
が
お

伺

い
し
ま
す
か
ら
よ
ろ
し
く

お
願

い
い

た
し
ま
す
。
昭
和
四
六
年

度
の
実
績
は

次
の
と
お
り
で
す

。

一
、
目
標
額

一
二
五

、
六
〇
〇
円

气

実
績
額

二
〇
八

、
九
三
〇
円

国
民
年
金
保
険
料
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

現
在
、
国
民
年
金
の
保
険
料
は
月
四

百
五
十
円
で
す
が
、
今
年
の
七
月
か
ら

月
五
百
五
十
円
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
ご
ぞ
ん
じ
の
よ
う
に
昭
和

四
十
五
年
に
国
民
年
金
法
が
改
正
さ

れ
、
支
給
さ
れ
る
年
金
額
が
大
幅
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
た
め
、
保
険
料
も

改
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
も

の
で
す
。

加
入
者
の
な
か
に
は
、
も
っ
と
保
険

料
を
引
き
上
げ
て
、
う
け
ら
れ
る
年
金

額
も
多
く
し
て
ぼ
し
い
、
と
い
う
声
も

あ
り
ま
す
が
、
急
激
に
保
険
料
を
引
き

土
げ
た
の
で
は
納
め
ら
れ
な
い
人
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
、
昭
和
四
十
五
年

七
月
か
ら
四
百
五
十
円
、
四
十
七
年
七

月
が
ら
五
百
五
十
円
と
、
除
々
に
引
き

上
げ
る
こ
と
に
さ
れ
た
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
も
っ
と
高
い
年
金
を
希
望

す
る
人
に
は
、
増
額
年
金
制
度
を
つ
く

り
、
定
額
分
の
保
険
料
の
は
か
に
、
月

三
百
五
十
円
を
納
め
れ
ば
上
積
み
し
た

年
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
し
て
あ
り
ま

す
。

七
月
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料
は
五

百
五
十
円
に
な
り
ま
す
が
、
他
の
公
的

年
金
（
厚
生
年
金
や
公
務
員
の
恩
給
な

ど
）
に
比
べ
て
非
常
に
低
く
、
そ
の
割

に
は
年
金
額
が
高
い
た
め
、
今
後
も
よ

り
高
い
年
金
を
支
給
す
る
た
め
に
は
、

保
険
料
の
改
定
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お

願
い
し
た
い
も
の
で
す
。

保
険
料
が
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
昭
和
四
十
七
年
度
は
四
月
か
ら
六

月
ま
で
は
月
四
百
五
十
円
、
七
月
か
ら

は
月
五
百
五
十
円
と
、
年
度
途
中
で
変

わ
り
ま
す
か
ら
か
ま
ち
が
い
の
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
ツ
月
々
納
め
る
の
が
手
間
な
人

は
、
一
年
分
の
保
険
料
を
前
も
っ
て
納

め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
前
納

彑

言
い
ま
す
が
、
前
納
し
ま
す
と
保
険

料
が
割
り
引
き
さ
れ
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に

し
ま
し
よ
’フ
。

火
災
シ
し
ス
ン

古
切
手
を
寄
付

し
て
下
さ
い

助
役

宮

川

年

晴

ネ
パ

ー
ル
な
ど
で
医

療
奉
仕
活
動
を

・

続
け
て
お
ら
れ

る
お
医

者
さ
ん
へ
の

お

手
伝

い
と

い
う
こ
と
で
古
切
手
を
寄
付

し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
、
（

古
切

手
で
あ

れ
ば
な
ん
で
も
結
構
で
す
。
フ
チ
を
少

し
つ
け
て

）
当
方
で
取
り
ま
と
め
東
京

の
日
本
キ
リ
ス
ト
教
海
外
医

療

協
力
会

に
お
送
り
致
し
た

い
と
思

い
ま
す
。

お
知
ら
せ

村
政
の
窓
口

１
月
１

日

名
刺
交

換
会

５

日

消
防
団
出

初
式

。

２０

日

選
挙
管
理
委
員
会

組
織
会

こ

よ
み
と
行

事

１９一
日

ゴ
ミ
回

収

１５

日

ゴ
ミ
回
収

１７

日

冬

期
へ

き
地
診
療
（
野
平

）

１８

日

老
人
ク
ラ
ブ
衛
生
教
育

（

み
ど
り
荘

）

２１
日

ゴ
ミ
回
収

２２
日

妊

婦
検
診
（
研

修
所

ブ

２４
日

ゴ
ミ
回
収

２７
日

ゴ
ミ
回
収

戸

籍

の

窓

口

一
月
二
九
日
現
在

お
誕
生
お
め
で
と
う

米
沢

英
和
（
一
豊

）

原

田

中
村

誠

治
（

寿
蔵

）

川

目

木
下

弘
美
（
彦
男

）

古
佐
井

佐

藤

一

美
（
唯

匸

原

田

舘
脇

典
一
（
和
男

）

矢

越

哲

尸
征
矢

子
（
但
次
）
。

大
佐
井

大

坂

昇

（

隆

）

長

後

竹
内

正

英
（
英
吉
）

大
佐
井

東
出

秀
子
（

巌

）

川

目

木
下

貴
人
（

重
幸
）

矢
越
越

ご
結
婚
お
め
で
と
う

樋

口

義

照

（
大

佐

井

）

竹

内

多

摩

（
大

間

町

）

奥

本

正

典

（
古

佐

井

）

木

部

優

美

子

（

原

田

）

大

渡

勝

男

（
砂

川

市

）

能

登

鈴

．
子

（
古

佐

井

）

中

村

博

（
飯

山

市

）

東

出

尚

子

（
大

佐

井

）

上

村

誠

一

（
八

戸

市

）

大

石

晶

子

（
長

後

）

岩

泉

盛

利

（
大

間

町

）

・
横

浜

さ

つ
ゑ

（
磯

谷

）

木

部

紀

一

（
原

田

）

小

山

の

り

（
弘

前

市

）

広

田

勝

男

（
名
古
屋
市

）

宮

沢

英

子

（
大

佐

井

）

田

中

力

雄

（
む

つ

市
）

中

村

八
重
子

（
矢

越
）

滝

本

昭

二

（
原

田

）

塚

下

と

み

（
五

戸

町
）

池

田

紀

（
原

田

）

関

谷

隆

子

（
十
日
町
市

）

越

膳

定

春

（
福

浦
）

田

辺

初

子

（
青

森

市

）

ご
逝
去
お
く
や
み
申
し
ま
す

山
崎

由
太
郎
（
昭
之
進
）
大
佐
井

横
浜

よ

ん
（
初
五
郎
）
原

田

大
畑

久
太
郎
（
正

光
）
牛

滝

人 口 と 世 帯

男 ２，４３１人

女 ２，５５１人

計 ４，９８２人

世帯数 １，１１６世帯
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